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 ウ ミ ガ メは 海 生 の爬 虫 類 であ り 、 孵卵 温 度 が高 温 で メス 、 低 温で オ ス が産 生

され る 温 度依 存 性 決定 様 式 (T S D :  Te m p e r a t u r e - d e p e n d e n t  s e x  d e t e r m i n a t i o n )を 持

つ。 こ の よう な 性 決定 様 式 を 有 す る ため 、 気 候変 動 に よる 性 比 の極 度 な 歪曲 化

が予 測 さ れて お り 、保 全 策 の考 案 が 急務 と な って い る 。  

実 際、 性 比 の歪 曲 化 を防 ぐ た め 、 人 為 的に 孵 卵 温度 を 下 げる 保 全 策が 考 案さ

れて い る。し か しな がら 、この 保 全 策を 実施 す る ため に は 考慮 す べ き点 が あ る。

近年 T S D を 有す る 爬虫 類 に おい て 、性 別だ け で はな く 、胚 の死 亡 率 や孵 化 日 数、

幼体 の 運 動性 や 成 長率 等 に 対す る 孵 卵温 度 の 影響 が 報 告さ れ て いる 。 こ れら は

ウミ ガ メ 生活 史 初 期の 生 存 率と 密 接 に関 係 す る こ と か ら、 生 存 率の 雌 雄 差の 存

在が 示 唆 され る 。 この こ と は、 同 一 個体 群 内 にお い て 成長 個 体 と幼 体 の 性比 を

比較 す る と 、 成 長 個体 の 性 比の 方 が メス へ の 偏り が 弱 くな る こ とか ら も 支持 さ

れて い る 。つ ま り 、人 為 的 に孵 卵 温 度を 変 化 させ て し まう と 、 本来 存 在 する 生

存率 の 雌 雄差 を 変 化さ せ 、 結果 的 に 成体 の 性 比を 歪 曲 させ る 懸 念が あ る 。し た

がっ て 、 性比 に 関 わる 保 全 策を 実 施 する た め には 、 ウ ミガ メ の 生存 率 に 関わ る

項目 に 孵 卵温 度 が 与え る 影 響 の 事 前 理解 が 重 要で あ る が、 そ の 理解 は 十 分に 及

んで い な い。  

そこ で 、自然 環 境 下に お い て孵 卵 温 度が ア カ ウミ ガ メ ( C a re t t a  c a re t t a )胚及 び

幼体 に 与 える 影 響 を検 証 し た。 そ の 結果 、 メ ス産 生 温 度 孵 卵 群 と比 較 し て、 オ

ス産 生 温 度孵 卵 群 では 有 意 に低 い 初 期胚 の 死 亡率 、 及 び有 意 に 高い 幼 体 の陸 で

の運 動 性 が認 め ら れた 。 次 に、 ア カ ウミ ガ メ の産 卵 巣 を 2 分 し 、孵 卵 器 を用 い

て そ れ ぞ れ 低 温 (自 然 下 の 平 均 オ ス 産 生 温 度 )と 高 温 (自 然 下 の 平 均 メ ス 産 生 温



度 )で 孵 卵し た 。そ して こ の 2 群 間 の 泳力 や 成 長率 等 を 比較 し 、分 散 期 の生 存率

に関 わ る 項目 に 孵 卵温 度 が 与え る 影 響を 検 証 した 。 加 えて 、 孵 卵温 度 を 変化 さ

せる と 孵 化日 数 も 変化 す る ため 、 孵 卵温 度 低 下策 を 実 施す る と 、分 散 期 にお い

て幼 体 は 本来 と 異 なる 水 温 を経 験 す る こ と が 想定 さ れ る 。 そ こ で、 遊 泳 温度 が

泳力 に 与 える 影 響 も 併 せ て 検証 し た 。そ の 結 果、 低 温 孵卵 群 で は高 い 泳 力持 続

能が 認 め られ た 。 また 、 高 水温 下 で は幼 体 の 泳力 が 有 意に 向 上 した 。 さ らに 、

飽食 下 に おい て 分 散期 初 期 の成 長 率 は低 温 孵 卵群 で 有 意に 高 い 値を 示 し た 。  

 そ の 他 の生 存 率 低下 に 関 わる 項 目 とし て 、 鱗板 配 列 奇形 が 挙 げら れ る 。性 決

定期 間 と 鱗板 配 列 決定 期 間 が同 時 期 なた め 、 配列 奇 形 率の 雌 雄 差を 観 察 する こ

とで 、 孵 卵温 度 の 配列 奇 形 への 関 与 につ い て 調査 可 能 であ る 。 そこ で 、 アオ ウ

ミガ メ ( C h e l o n i a  m y d a s )成 体の 配 列 奇形 率の 雌 雄 差を 分 析 し た 結 果、メ ス の配 列

奇形 率 が 有意 に 高 く、高 温孵 卵 が 配列 奇形 誘 発 の一 因 で ある 可 能 性を 示 唆 した 。

次に 、 孵 卵器 を 用 いて ア カ ウミ ガ メ の卵 を 孵 卵し 、 あ る一 定 の 時期 に 1 日だ け

高温 処 理 ( 3 4 ℃ )を 行 った と こ ろ 、 胚 ス テー ジ 2 1 - 2 2 が 配 列奇 形 に 関わ る 時 期で

ある こ と が 判 明 し 、配 列 奇 形誘 発 に 対す る 孵 卵温 度 の 関与 が 実 験的 に も 証明 さ

れた 。 以 上の 結 果 より 、 ウ ミガ メ に おい て 生 存率 に 関 わる 項 目 であ る 胚 死亡 率

や幼 体 の 運動 性 、 成長 率 、 配列 奇 形 率 は 孵 卵 温度 や 遊 泳温 度 の 影響 を 受 ける こ

とを 明 ら かに し た 。こ れ ら の結 果 は 、 自 然 界 にお け る 生存 率 の 雌雄 差 の 存在 を

支持 す る とも に 、 現在 考 案 され て い る孵 卵 温 度の 人 為 的な 管 理 に警 鐘 を 鳴ら す

もの で あ る。  

ま た、 そ の 他の 保 全 策と し て 、性 比 を 基に し た 重点 的 保 全海 域 の 選定 が 挙げ

られ る 。 亜成 体 及 び成 体 に 対し て は 、幼 体 と 異な り 性 別を 変 え るこ と が でき な

いた め 、 性比 の 歪 曲化 を 防 ぐ直 接 的 な保 全 策 実施 は 不 可能 で あ る。 し か し、 個

体群 内 の 複数 地 域 の性 比 を 算定 し 、 特に オ ス が来 遊 す る地 域 を 重点 的 保 全海 域

化す る こ とで 、 性 比の メ ス への 歪 曲 化を 間 接 的に 軽 減 する 効 果 が期 待 さ れる 。

そこ で 、岩 手 県 三陸 沿岸 域 と 高知 県 土 佐湾 に 来 遊す る ア カウ ミ ガ メの 外 部 形態 、

血中 テ ス トス テ ロ ン濃 度 、 血中 中 性 脂肪 濃 度 を測 定 し 、そ れ ぞ れの 地 域 の性 比

を算 定 し た。 そ の 結果 、 岩 手県 三 陸 沿岸 域 は オス に 偏 った 性 比 を示 し た のに 対

し、 高 知 県土 佐 湾 はメ ス に 偏っ た 性 比を 示 し た。 さ ら に、 岩 手 県三 陸 沿 岸域 で

は大 型 メ スの 来 遊 数が 少 な く、 ほ と んど の 成 体メ ス が 高緯 度 ま で来 遊 し ない と

推察 さ れ た。 ま た その 一 因 とし て 、 産卵 後 の 時期 に お ける 三 陸 沿岸 域 の 水温 低

下が 考 え られ た 。加 えて 、小型 個 体 にお いて も 地 域間 で 性 比に 差 異 が 認 め ら れ、

亜成 体 に お け る 回 遊生 態 の 雌雄 差 の 存在 が 示 唆さ れ た 。 以 上 の 結果 よ り 、オ ス

に偏 る 性 比を 示 す 岩手 県 三 陸沿 岸 域 が気 候 変 動下 の 重 点的 保 全 海域 の 候 補と し

て挙 げ ら れた 。今後 、世 界 の各 地 域 でも 回遊 個 体 の性 比 算 定の 実 施 が望 ま れ る。  

本 研究 で は 生理 生 態 学的 手 法 を用 い 、 ウミ ガ メ の生 存 率 に 関 わ る 項目 に 孵卵

温度 や 遊 泳温 度 等 の外 環 境 が与 え る 影響 の 解 析、 及 び アカ ウ ミ ガメ 太 平 洋北 部

個体 群 の 性比 算 定 を行 っ た 。本 研 究 結果 は ウ ミガ メ の 性比 に 関 する 保 全 策 の 提

案に 重 要 な貢 献 を する も の であ る 。  


